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工　事　名　等 工事場所等 落札業者名 契約金額（円） 工    期
２,９０５,２００
４,０８２,４００
６,５８８,０００
３,０１３,２００
３,３２６,４００
３,３８７,９６０
３,３５８,８００
４,８６０,０００
３１,５９０,０００
９,８２８,０００
３,１１０,４００
３３,３７２,０００
８,６６１,６００
８,２０８,０００
１１,８８０,０００
６,６３１,２００
３,０１３,２００
３,８５５,６００
１０,１５２,０００
１８,７４２,３２０
２,８３５,０００
３,２９４,０００
２,４６２,４００
２０,２９３,２００

11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～２／28
11／15～12／20
11／15～１／18
11／15～３／31
11／22～３／25
11／22～３／28
11／22～３／28
11／29～３／18
11／29～３／15
11／29～３／15
11／29～３／28
11／29～２／28
11／29～２／28
11／29～１／31
11／29～２／28
12 ／6 ～３／28
12 ／6 ～２／28
12 ／6 ～３／31
12 ／6 ～３／31
12 ／6 ～３／18

南川口
秋　丸
窪　川
川ノ内
替坂本
金上野
榊山町
昭和甲
志　和
見　付
見　付
木屋ヶ内
大　向
平　串
見　付
打井川(1)
烏　手
市ノ又
口大道
日野地
四手崎
地吉(１)
小　野
木屋ヶ内

㈲山崎建設
㈲山崎建設
㈲三浦建設
㈲松葉建設
㈲吉岡建設
㈲谷渕住設
㈲松井建築

㈲高南技術コンサルタント
㈲武市建設

㈲高南技術コンサルタント
㈱第一コンサルタンツ

㈱井原組
㈲牧野建築
㈲谷渕住設

㈲高南技術コンサルタント
㈲西村建設
㈲大和建設
㈲大和建設
㈲竹村綜合建設
㈱藤田建設
㈱北幡建設
㈲外崎建設
㈲松元建設
㈱井原組

平成30年度　入　札　結　果　（平成30年11月１日～11月30日）　　

※この入札結果は、予定価格250万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。
　契約金額は、消費税込みの金額。 〔お問い合わせ先〕 総務課　☎22-3111

平成 30年度　30災　第 132号　一級水系普通河川　イノ口谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 140号　一級水系普通河川　コトコ谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 148号　町道　窪川若井線　道路災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 141号　一級水系普通河川　想ヶ谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 145号　一級水系準用河川　替坂谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　町営住宅金上野団地　解体撤去工事
平成 30年度　四万十町農村環境改善センター　屋根改修工事
平成 30年度　防安金　第 5-001-4 号　第二三島橋　橋梁修繕設計委託業務
平成 30年度　都市防　第２号　町道志和大屋敷ヒショケ谷線　橋梁架設工事
平成 30年度　周辺整備　第 1号　見付地区農道橋　測量設計委託業務
平成 30年度　周辺整備　第 2号　見付地区用水路　測量設計委託業務
平成 30年度　防安金　第 1－001－1号　町道大奈路中津川線　道路改良工事（木屋ヶ内工区）
平成 30年度　移住定住促進用　中間管理住宅 改修工事（大向）
平成 30年度　移住定住促進用　中間管理住宅 改修工事（平串）
平成 30年度　防安金　第 1-016-1 号　町道轟川線　測量設計委託業務
平成 30年度　30災　第 307号　一級水系普通河川　蛇ノ川谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 308号　一級水系普通河川　横谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 323号　町道　市ノ又 1号線　道路災害復旧工事
平成 30年度　防災・減災　第 2号　大道地区　緊急用ヘリポート舗装工事
平成 30年度　防安金　第 5-001-5 号　森ヶ内橋　橋梁修繕工事
平成 30年度　30災　第 69-7 号　四手崎　田　災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 314号　一級水系普通河川　井長原谷川　河川災害復旧工事
平成 30年度　30災　第 331号　町道大井川西土佐線　道路災害復旧工事
平成 30年度　防安金　第 1-010-1 号　町道大奈路中津川線　道路改良工事（赤岩工区）
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■ 

東
庁
舎
に
お
け
る
不
正
ダ
ン
パ
ー

に
つ
い
て

　
本
庁
舎
に
使
用
さ
れ
て
い
る
カ
ヤ
バ
シ
ス

テ
ム
マ
シ
ナ
リ
ー
社
製
免
震
用
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
年
10
月
に
同
社
の
親

会
社
で
あ
る
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会
社
か
ら
、
一
部

の
製
品
が
大
臣
認
定
の
性
能
評
価
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
免
震
用
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
は
、
東
庁
舎

に
２
基
、
西
庁
舎
に
４
基
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
回
公
表
さ
れ
た
不
適
合
品
は
東

庁
舎
の
２
基
と
な
っ
て
お
り
、
西
庁
舎
の
４

基
は
不
適
合
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
10
月
31
日
に
は
Ｋ
Ｙ
Ｂ
株
式
会
社
対
策
本

部
の
２
名
が
来
庁
し
、
ま
た
、
11
月
13
日
に

は
執
行
役
員
を
含
む
２
名
が
再
度
来
庁
し
、

今
回
の
不
適
合
品
に
つ
い
て
の
謝
罪
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
東
庁
舎

の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
の
構
造
計
算
に

つ
い
て
は
、
年
内
に
実
施
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
が
、
不
適
合
品
の
交
換
時
期
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
交
換
す
る
装
置
の
増
産
体

制
を
構
築
中
の
た
め
具
体
的
な
協
議
は
１
月

以
降
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
免
震
用
オ
イ
ル
ダ
ン
パ
ー
が
不
適
合
品
で

あ
っ
て
も
、
震
度
６
強
か
ら
７
程
度
の
地
震

に
は
十
分
耐
え
得
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
今
後
は
、
詳
細
な
デ
ー
タ

の
提
出
と
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
、
早
期
の

交
換
に
向
け
た
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

交
換
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

期
間
中
は
騒
音
等
で
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
そ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
の

利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
本
町
の
魅
力
や
特
産

品
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
総
合
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

に
加
入
す
る
な
ど
、
返
礼
品
の
充
実
等
に
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
、
昨
年
度
の
寄
附
金
総

額
は
12
億
７
千
３
０
０
万
円
余
り
、
寄
附
件

数
は
７
万
９
千
８
０
０
件
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
全
額
を
ふ
る
さ
と
支
援
基
金
と
し
て
積

み
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
高
い
返
礼
率
や
高

額
な
返
礼
品
等
に
つ
い
て
の
是
正
を
促
す

総
務
省
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
本
町
と
し
て

も
全
国
的
な
状
況
の
ほ
か
、
制
度
自
体
の
存

続
や
趣
旨
を
踏
ま
え
、
返
礼
品
生
産
者
と
販

売
事
業
者
で
組
織
す
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
推

進
協
議
会
で
の
協
議
を
経
て
、
本
年
７
月
１

日
か
ら
全
返
礼
品
の
返
礼
率
を
３
割
以
下
と

し
、
各
ふ
る
さ
と
納
税
総
合
サ
イ
ト
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
や
新
た
な
返
礼
品
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
再
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
影
響
も
あ
り
、
寄
附
金
額
が
当

初
の
予
算
額
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ
た
た

め
、
今
議
会
定
例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算

に
減
額
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
９
月
以
降

の
寄
附
金
額
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
と
の
連

携
し
た
取
り
組
み
等
に
よ
り
、
昨
年
同
月
の

寄
附
金
額
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
本
町
の
情
報
や
魅
力
の
発
信
、

地
産
外
商
を
推
進
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
使
途
や
寄
附
金
を
活
用
し
た
事

業
の
成
果
等
の
周
知
も
行
い
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

■ 

自
然
・
体
験
型
観
光
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

来
年
２
月
か
ら
再
来
年
12
月
に
か
け
て
、

高
知
県
で
は
、
自
然
・
体
験
型
観
光
の
推
進

の
た
め
、「
リ
ョ
ー
マ
の
休
日
・
自
然
＆
体

験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
銘
打
っ
た
、
全
国
に

向
け
た
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

専
門
性
を
有
す
る
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
な
が
ら
、
潜
在
的
な
力
の
あ
る
観
光

資
源
の
発
掘
や
磨
き
上
げ
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化

の
推
進
に
よ
っ
て

自
然
を
活
用
し
た

外
貨
を
稼
ぐ
仕
組

み
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
然
・
体
験
型

の
観
光
資
源
は
、

特
に
本
町
の
よ
う

な
中
山
間
地
域
に

豊
富
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、

本
町
と
し
て
も
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
推
進
に
連
動

し
て
取
り
組
み
、

地
域
の
振
興
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
連
携
事

業
者
の
意
向
確
認
や
平
成
31
年
度
に
向
け
た

施
設
の
整
備
要
望
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
本
年
度
中
に
実
施
で
き
る
施
設
整

備
や
情
報
発
信
に
お
け
る
体
験
型
観
光
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
さ
ら
に
は
来
年
２
月
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
に
向
け
た
広
報
活
動

展
開
の
事
業
費
等
に
つ
い
て
、
今
議
会
定
例

会
に
提
案
す
る
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
関
連
団
体
等
と
連
携

し
、
協
議
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

■ 

笠
ノ
川
池
災
害
復
旧
工
事
に
係
る

会
計
実
地
検
査
の
対
応
に
つ
い
て

　
笠
ノ
川
池
は
、
若
井
地
区
に
位
置
す
る
堤

長
36.

２
ｍ
、
堤
高
10.

１
ｍ
、
貯
水
量
約

２
万
３
千
ト
ン
、
受
益
面
積
10 

ha
の
農
業
用

た
め
池
で
す
が
、
平
成
26
年
６
月
４
日
の
梅

雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
決
壊
し
、
下
流
河
川
の

護
岸
決
壊
や
、
し
尿
処
理
施
設
が
浸
水
す
る

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
時
、
そ
の
復
旧
に
向
け
た
国
の
農
地
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
申
請
に
あ
た

り
、
技
術
的
に
特
殊
な
案
件
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
高
知
県
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、

高
知
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
に
測

量
・
調
査
・
設
計
・
積
算
を
委
託
し
、
県
と

連
合
会
、
町
の
三
者
に
よ
り
幾
度
も
協
議
を

重
ね
ま
し
た
。

　
復
旧
工
法
の
決
定
に
際
し
て
は
、
災
害
復

旧
事
業
の
原
則
と
な
る
原
形
復
旧
の
制
約
が

あ
る
た
め
堤
体
の
高
さ
の
変
更
が
で
き
な
い

こ
と
、
ま
た
、
原
形
復
旧
で
あ
っ
て
も
設
計

基
準
で
示
さ
れ
て
い
る
２
百
年
確
率
洪
水
流

量
で
堤
体
を
越
流
す
る
危
険
性
は
な
い
こ
と

が
、
中
国
四
国
農
政
局
及
び
四
国
財
務
局
と

の
事
前
協
議
で
確
認
さ
れ
、
原
形
復
旧
で
行

う
こ
と
の
同
意
を
得
て
、
平
成
26
年
12
月
９

日
に
概
ね
申
請
ど
お
り
の
内
容
で
査
定
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
復
旧
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

27
年
４
月
８
日
に
高
知
県
須
崎
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
設
計
審
査
が
完
了
し
、
平
成
27
年

６
月
の
町
議
会
定
例
会
に
て
工
事
請
負
契
約

の
議
決
を
経
て
、
平
成
29
年
１
月
30
日
に
竣

工
し
、
同
年
２
月
24
日
に
県
の
完
了
検
査
を

受
け
て
実
績
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
復
旧
工
事
に
つ
い
て
、
本
年
３
月
７

日
に
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査
が
行
わ
れ
、

堤
体
の
遮
水
性
ゾ
ー
ン
で
あ
る
鋼
土
と
堤
体

天
端
と
の
間
の
土
か
ぶ
り
に
つ
い
て
、
標
準

工
法
で
は
50
㎝
の
と
こ
ろ
本
件
で
は
20
㎝
と

不
足
し
て
お
り
、
農
林
水
産
省
が
監
修
し
た

災
害
復
旧
事
業
の
復
旧
工
法
に
よ
ら
な
い
設

計
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　
本
町
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
十
分
な

事
前
協
議
を
行
い
、
適
正
な
手
順
を
踏
ん
で

施
工
し
た
も
の
で
す
が
、
会
計
検
査
院
の
指

摘
事
項
へ
の
対
応
と
、
よ
り
一
層
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
改
め
て
高
知
県
、
農
林

水
産
省
、
会
計
検
査
院
と
協
議
を
行
い
、
補

完
工
事
の
調
整
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

に
必
要
な
設
計
委
託
料
１
０
０
万
円
と
請
負

工
事
費
４
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
今
議
会
定

例
会
に
提
案
す
る
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


